














































































































怯学部 経済学部 文学部 理学部 合　計
54年 6 104 54 443 607
55年 4 68 36 327 435
56年 14 70 2 394 480
57年 24 165 16 435 640
58年・ 63 198 54 568 883
59年 326 460 158 756 1700
60年 200 347 157 692 1396
初級科目の学科別履修者数合計
法学部　　9 経済学部 文　　学　　部 理　学　部
学科 法学 政治 経済
経営． 哲学 史学 国文 英米 独文 仏文 心理 物理 化学 数学
84年 79 247 177 234 19 20 15 33 12 14
､
45 2 10 13
85年 62 97 115 132 19 18 圏14 24 6 21 47 14 7 29


















































































































































































































































































































































































































































































































男 女 法 経 文 理
① 自分で持っている 59 47 12 11 25 3 20
② 家族の誰かが持っている 44 21 23 16 12 6 10
③ 身近に利用できる所がある 39 26 13 9 21 4 5
④ 持っていない 533 348 185 171 249 47 67
合　　計 678 442 233 207 307 60 102
パソコンを
男　　女 法　　経　　文　　理
①　良く使った 35 28　　　7 10　　13　　　1　　11
②少し使った 160 109　　　51 52　　　　71　　　　　15　　　　22
③ほとんど使ったことがない 74 48　　26 18　　34　　13　　　9
④使ったことがない 386 250　　136 121　　　181　　　　28　　　　57
合　　計
　パソコンが身近にある学生は全体の20％（109人）であった。この内良く使用してい
ると答えた学生は35人，6％である。現状はこの少数の層が初級科目をとらざるをえない。
将来的にこの層が増加しカリキュラムやセンター運営の面で問題が起るのは確実と思われる。
各先生の感触では未だほんの一部という意見が多かったが20％という値は予想を少し上回っ
ている。以外に早く上記の問題が現われて来るものと思われる。
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ii）履修について
Q3　情報処理の授業科目を履修したいと思った理由
SQ　12自分でコンピュータに手を触れながら実習ができるから
SQ　3何となく将来役に立ちそうな気がしたため
SQlo　コンピュータに関連する知識や技術に関心をもっているから
SQ　15教養として重要だとおもつたから
SQ　9情報処理に関連する知識や技術に関心をもっているから
SQ　11最新の大型コンピュータや施設が使えるから
SQ　5専門科目の卒業単位を充足するため
SQ　2情報処理関係以外の企業が希望だが就職に有利と思ったから
SQ　16何となくとってみようと思ったから
SQ　14友八が履修することにしたので一緒にやるため
SQ　6他の専門科目に履修したいものがなかったため
SQ　4単位がとりやすいから
SQ　17他の専門の授業でコンピュータを使用する可能性があるため
SQ　13たまたま時間が空いていたから
SQ　18卒業研究，卒業論文でコンピュータを使用する可能性があるため
SQ　7一般教育の単位を充足するため
SQ　1情報処理関係の企業への就職を希望しているため
SQ　8他の一般教育科目に履修したいものがなかったため
　　注1）　100％にならないのは未解答者がいるため。
　　注2）解答者数587名（5，
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履修希望理由で臆剛と答えた項目の上位6個を見ると，学生は何か漠然としたコンピュー
タへの興味が動機となって履修していると推定できる。下位に就職や単位を理由とする項目が
きていることも特徴的である。学部間での差はほとんどなかった。
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「情報処理教育と学生の意識」
iiD将来の希望
Q6　将来の情報処理関係の授業の希望にっいて
SQ1もう計算機関連の科目は取りたくない。
SQ2入門の科目をもっと時間をかけて幅広く履修したい。
SQ3より上級の科目があれば今後，さらに履修していきたい。
法　（207）
経　（308）
文　（　60）
理　（104）
SQl
14　　　86
13　　　87
15　　　85
13　　　87
SQ　2
78　　　22
86　　　14
80　　　20
79　　　21
はい
13．3
83。0
64．4
SQ3
67　　33岡
60　　　39
70　　　30
70　　　30
いいえ
86．7岡
16．9
35．4
　　下段は学部ごとの集計結果である。カッコ内の数字は解答者数を示す。SQ　2の「もっと時
　間をかけて履修したい」学生が83％というのは，普段の実習生ぺの対応とあわせて考えると
落ちこぼれや消化不良が多いことを示しているものと思われる。現在は希望者が全員履修でき
　るようにしているが実習付の講義の適性人数は100人が最大値ではないだろうか。
ijii）今後の希望科目
Q7　前間（Q6）の（SQ3）で「はい」と答えた方だけに伺います。それでは，あなたは，
　　どのような科目を今後さらに履修したいと思います。
SQ1データの処理など統計数理的な計算に関する講義と実習
SQ2ビジネスゲーム，　LPなど数理計画法に関する講義と実習
SQ3コンピュータグラフィックや音楽など芸術や美学に関する講義と実習
SQ6金融，製造，流通などでのコンピュータ利用に関する講義と実習
SQ7パソコン，オフコンに関する講義と実習
法
経
文
理
（142）
（196）
（45）
（75）
SQ1
68　32
63　37
64　36
80　20
SQ2
67　33
81　19
44　　56
64　36
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SQ3
73　27
60　40
80　20
79　21
SQ6
77　23
90　10
49　51
46　54
SQ7
80　20岡
79　21
82　18
70　30
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例えばSQ　1の68，32は「はい」と答えた人が68％，「いいえ」が32％いることを示す。
SQ　7のパソコン，オフコンを知りたいという答が全学部とも高いのが目立った。
6．おわりに
　全体としてとりとめのない事実の報告になってしまった。これは情報処理教育の現状をまとめ
ておいて将来の比較をしたいためである。原稿を頼まれたのを幸いにデータを羅列させてもらっ
た。一部の学生への調査であるけれど日頃教えていて感じられた事がある程度数字で出てきてい
るのが興味深かった。細かい分析については原稿の〆切がせまっているので1985年度の調査
結果といっしょに報告したいと思います。
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